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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

急性心不全モデル仔豚による拍動流 extracorporeal membrane oxygenation (ECMO)

と定常流ECMOにおける血行動態エネルギーと全身微小循環に及ぼす影響について,平

均体重 6.08kg の仔豚を拍動流群(n=7)と定常流群(n=7)に分類し比較検討した。拍動

流発生装置は本研究のために新たに開発したものを使用した。血行動態エネルギーは

Shepard’s のエネルギー等圧の式を用いて算出した。その結果，拍動流 ECMO 群では

有意に定常流 ECMO 群より血圧の上昇が認められ，血行動態エネルギーの増大が認め

られた。また拍動流 ECMO 群では定常流 ECMO 群に比べて末梢循環の改善が見られ，局

所脳酸素飽和度も有意に高値を示した。さらに拍動流 ECMO 群ではメトヘモグロビン

値が正常値の範囲内で定常流 ECMO 群よりも有意に高値を示した。本研究の結果から

拍動流ECMOは急性心不全状態において定常流ECMOに比べて明らかに高い血行動態エ

ネルギーの増大と全身微小循環の改善が得られることが示唆された。 
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